
松波中学校
の取り組み

９月２１日＠地場産



能登町立松波中学校
・１年１７名 ２年２９名 ３年２０名
が在籍しています。

・教員は１０名の小規模な学校です。



本校の現状（４月）
＋（強み） ー(弱み)

・昨年度から継続して実践している教員
がいる。

・ICT機器の活用に意欲的な教員が多い。
・タブレット端末を活用することで、生
徒は意欲的に授業に取り組んでいる。

・基本的PC操作が身に付いている生徒が
多い。

・教員間での活用頻度の差が大きい。
・どのようにタブレットを活用するとよ
いか具体的なイメージを持てない教員
がいる。



（１） ＧＩＧＡ研修・若プロ
（２） 研究授業＋実践例

校内研修のアイディア



月 研修テーマ［研修形態］ 担当
関連する行事

等

4月

［個人研１］ステージ１必須動画視聴
［個人研２］ステージ２必須動画視聴
［若プロ１］ＧＩＧＡスクール構想とは

なぜ、今ＩＣＴ活用なのか

推進リーダー
〃

若プロ担当

第１回GIGA校内
推進リーダー研
修

5月

［校内研１］研究授業
［GIGA研１］タブレットの操作方法・活用法について②

リーダー研修の還流①
［GIGA研２］苦手意識を持つ職員への対応

研究主任
推進リーダー

〃
〃

6月
［校内研２］研究授業・公開授業
［個人研３］ステージ３動画視聴
［GIGA研３］実践事例の共有①

研究主任
推進リーダー

〃

7月
［校内研３］研究授業
［GIGA研４］GIGA出前サポートの活用①
［個人研４］実践報告書作り

推進リーダー
〃
〃



「（教員・生徒の双方が）
活用し、操作に慣れる。」
・授業の中でスライドやJambord、スプレッドシー
ト、form等を積極的に活用する。

・クラスルームや共有フォルダ機能を活用し、生徒
会活動など授業以外においても用いる場面を作る。

中間目標



（１）ＧＩＧＡ研修・若プロ ４月１４日

ＧＩＧＡ研修
苦手意識を持つ職員
の対応

新しく赴任した教員・苦手意識のある教員を対象にクラスルー
ム・ジャムボード・フォーム等の基本的な操作の確認を行った。



（１）ＧＩＧＡ研修・若プロ ５月１９日

若プロ
なぜ、GIGAスクール
構想が必要なのか？



（１）ＧＩＧＡ研修・若プロ ５月２４日

ＧＩＧＡ研修「google アプリの活用方法について」
「実践事例の共有」

実践事例を通して、授業での具体的な活用方法な
どを共有した。



学習集会を開き、タブレットをどのように活用して
いくか、生徒と共有を図る。

４月２２日 学習集会



（２）研究授業【国語科】
５月２０日

ジャムボードを用いて全員の意見を可視化。



（２）研究授業【英語科】
６月１５日

ＡＬＴの先生との対話動画を用いて、対話活動の支
援を行う。



（２）研究授業【社会科】
ＧＩＧＡ出前サポートの活用 ７月１４日

成果 今後の活用方法の方向性が得られた。
課題 発表の場での活用方法・生かし方△
改善策 全員の意見を可視化できるメリットを生かした問い
返し・発問の精選



（２）各教科の実践事例①

理科
カメラ機能を用いて植物
の観察に活用する。

家庭科
プレゼンテーションソフト
を用いて調べ学習の発表



数学
生徒端末上のデジタル教
科書の活用。

保体
バレーボール
技のポイント説明

（２）各教科の実践事例②



3年総合
七尾高校と連携してオン
ライン発表会

給食中に、栄養教諭による
食育に関する講話をgoogle
meetで行う。

（２）各教科の実践事例③ 授業以外でも



「（教員・生徒の双方が）
活用し、操作に慣れる。」
（ⅰ）授業の中でスライドやJambord、スプレッド

シート、form等を積極的に活用する。
（ⅱ）クラスルームや共有フォルダ機能を活用し、

生徒会活動など授業以外においても用いる場
面を作る。

中間目標



（ⅰ）全教員が教科の特性に応じて、ＩＣＴ
の活用実践に取り組むことができた。

（ⅱ）委員会活動やお昼の放送等授業 以
外での積極的な活用が見られた。
朝学習時のタイピング練習などを通
じて、生徒の端末操作のスキルも向上
がみられた。

達成とした理由



「（教員・生徒の双方が）
活用し、操作に慣れる。」
（ⅰ）授業の中でスライドやJambord、スプレッド

シート、form等を積極的に活用する。
（ⅱ）クラスルームや共有フォルダ機能を活用し、

生徒会活動など授業以外においても用いる場
面を作る。

中間目標

中間目標達成！！



8月
［個人研５］実践報告書作り
［GIGA研５］実践事例の共有②

推進リーダー
〃

9月
［校内研４］研究授業・公開授業
［GIGA研６］リーダー研修の還流②

研究主任
推進リｰダー

第２回GIGA校内
推進リーダー研
修

10月
［校内研５］研究授業
［GIGA研７］実践事例の共有③

研究主任
推進リーダー

11月
［校内研６］研究授業
［GIGA研８］実践事例の共有④

研究主任
推進リｰダー

12月
［校内研７］研究授業
［GIGA研９］GIGA出前サポートの活用②
［個人研６］実践報告書作り

研究主任
推進リｰダー

中間
目標

「ICTを用いて適切に対話的な学びの支援を行う。」
・実践事例を共有しながら、対話的な学びの改善につなげる事ができる。
・Gsuiteアプリの機能を概ね使いこなしている。



８月 実践報告書作り



実践事例の共有② ８月２６日

Googleの機能だけでなくmentimetar
を活用した授業実践の共有を行った。



夏休みを利用して・・・８月２６日

端末のトラブルに対
応するためにICT支援
員さんを講師として、
トラブルシューティ
ングの研修を行いま
した。



休校に備え、学校全体でリモート授業を体験

リモート授業リハーサル・・９月９日



最終目標

教員
①全教員が、授業で日常的にタブレット端末を活用している。
②全教員が、タブレット端末を用いて、意見を集約したり、広げたりする
対話的な学びを支援している。

生徒
①生徒がプレゼンテーションソフトなどを用いて、発表やプレゼンを行っ
ている。

②生徒同士が互いにタブレット端末を用いて、自分の考えを伝えあい考え
を深め合おうとしている。

③生徒が、家庭学習や休み時間などで端末を用いて自主的に学習をすすめ
ようとしている。



・まだまだ取り組みに個人差がある。
・効果的な学びの支援としての活用方
→実践事例の共有の積み重ね
→ＩＣＴ活用指導力強化事業指定校の授業
参観（宇出津小、能都中）
→研究と連携し、松中スタイルの授業に組
み込んで、個人差の解消、効果的な学び
（個別最適化）の活用方法を探る。

今後に向けて


